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説教題：主の兄弟、姉妹、母(50) 

 

聖書：マタイ １２章４６～５０節 

＜口語訳＞ 

       新約聖書１９～２０頁 

    マタイ １２章４６～５０節 

＜新共同訳＞ 

              新約聖書２３～２４頁 

    マタイ １２章４６～５０節 

＜新改訳第３版＞  

              新約聖書２４～ 頁 

    マタイ １２章４６～５０節 

＜塚本訳＞ 

           新約聖書１０４～ 頁 
    

主題：主イエス様から賜った聖霊の導き 

   によって主の弟子たちは、主の名による 

   神の罪からの救いを宣 べ伝えたように、 

   私たちも、福音を伝えたい。 

 

 

 

 



 

 

 

序論；  

◇マタイ書は､使徒マタイが､ユダヤ人の立場で

王なる救い主(メシヤ)なる神の御子イエス・ 

キリストを証言した記録です。 

◇マタイ５～７章は､神の御子イエス・キリスト

様の山上の垂訓･説教と表現される箇所です。 

◇本日のユダヤ人１２：４６～５０節は､主の  

兄弟、姉妹、母 (50)とはだれかを｢御子    

イエス・キリスト様｣が語られた箇所です。 

⇒｢よこしまな姦淫の時代｣(29)と､ファリサイ派

のユダヤ人の｢御子イエス・キリスト様｣が癒

しをなさるのを｢悪霊のかしらベルゼブル｣が

｢悪霊｣を追い出しているからだと固執した  

ことへのおことばです。 

⇒ファリサイ派の人々が､｢御子イエス・キリスト

様｣がメシア(救い主)の証拠としての｢しるし｣

を求めたのに対し､①ヨナのしるしと②南の王

シバの求めた知恵と③今日の主の兄弟、 

姉妹、母(50)弟、姉妹、母(50)とはだれかを

示されたのです。 

⇒主の兄弟、姉妹、母(50)は､弱さ、罪深さを 

知りつつも､主の心の思いを慕う者です。 



 

 

 

本論； 

◇本日､マタイ書１２章４６～５０節から主の  

使信に思い・心をとめます。 

◆マタイ１２章４６～５０節；使徒マタイは､  

｢悪霊｣を追い出す神の御子イエス・キリスト

様が､｢悪霊のかしらベルゼブル｣とパイサイ

派の人々からの非難に答えておられると  

語っています。 

◇１２：４６～５０節；塚本訳◆まことの親戚 

｢46 イエスがまだ群衆に話しておられると、そこ

にその母と兄弟たちがイエスに話しがあって、

外に立っていた。 

47 〔無し〕 

48 しかしイエスはそのことを知らせた者に、「わ

たしの母とはだれのことだ、わたしの兄弟とは

だれのことだ」と答えて、 

49 弟子たちの上に手をのばして言われた、「こ

こにいるのが、わたしの母、わたしの兄弟だ。 

50 だれでもわたしの天の父上の御心を行う者、

それがわたしの兄弟、姉妹、また母であるか

ら。」と､ 使徒マタイは主のことばを語って 

います。 



 

 

 

◇マタイ１２：４６～５０節はの癒しのわざも､ 

｢悪霊のかしらベルゼブル ｣である主が､  

｢悪霊｣を追い出しているに過ぎない。もっと

はっきりしたメシア(救い主)のしるし(証拠)を

示せと､パリサイ派のユダヤ人は､要求しまし

た。 

⇒｢御子イエス・キリスト様｣は､４６～５０節で､3

つ目の答えを与えておられます。 

⇒１つ目は､アッシリヤ帝国の主とニネベを滅び

から守る悔い改めを宣べ伝えたヨナ､2つ目し

をは､南の国の女王シバがソロモンに神がお

与えになった知恵を求めたことでした。 

⇒今日の箇所では､真の主の兄弟、姉妹、母

(50)は､誰かとの問いかけです。 

⇒答えは､｢だれでもわたしの天の父上の御心

を行う者、それがわたしの兄弟、姉妹、また

母である｣と､主は仰せになりました。 

⇒｢わたしの天の父上の御心 ｣は ､ ｢神の    

ご意志｣で､｢御子イエス・キリスト様｣は､心で､

死を決意しておられました。 

⇒｢主の兄弟、姉妹、母(46～４７)｣が､外に立っ

た時､主の弟子たちに手を伸べられました。 



 

 

 

⇒｢ここにいるのが、わたしの母、わたしの兄弟

だ｣と､３年余､主に聴き､従い通した者たちで

す。裏切りも､悪魔に心奪われた時もありまし

た。 

 

⇒｢御子イエス・キリスト様｣は､愛と忍耐と信仰

を持って､弟子たちが主の思いを思いとして

生きる日を祈って待って下さったのです。 

⇒｢主が差し伸べた手｣は､弟子を指すとともに

神を信じて､弟子たちの歩みの先を示しおら

れました。 

⇒｢わたしの兄弟、姉妹、母(50)｣は､主の祈りで 

す。 

⇒主の祈りは､主の十字架の死から５０日目､ 

小麦の刈り取りの日，１２０名の祈り手たちの

上に聖霊が下って、実現しました。 

⇒主の祈りは､今も続いています。主の心を慕

い求める人々の上に注がれ､｢主の兄弟、 

姉妹、母(50)｣と､呼ばれる人々を呼び覚まし

ておられます。 

⇒神を冒瀆する時代､小さくても、神の恵みの

光は､祈り手によって担われています。 



 

 

 

結論； 

◇神は､変わらない愛と思いやりの神です。 

◇マタイ書は､使徒マタイが､ユダヤ人の立場で

王なる救い主(メシヤ)なる神の御子イエス・  

キリストを証言した記録です。 

◇マタイ５～７章は､神の御子イエス・キリスト様

の山上の垂訓(説教)の箇所です。 

◇本日のユダヤ人１２：４６～５０節は､主の  

兄弟、姉妹、母 (50)とはだれかを｢御子    

イエス・キリスト様｣が語られた箇所です。 

⇒｢よこしまな姦淫の時代｣(29)と､ファリサイ派

のユダヤ人の｢御子イエス・キリスト様｣が癒

しをなさるのを｢悪霊のかしらベルゼブル｣が

｢悪霊｣を追い出しているからだと固執した  

ことへのおことばです。 

⇒ファリサイ派の人々が､｢御子イエス・キリスト

様｣がメシア(救い主)の証拠としての｢しるし｣

を求めたのに対し､①ヨナのしるしと②南の王

シバの求めた知恵と③今日の主の兄弟、 

姉妹、母(50)弟、姉妹、母(50)とはだれかここ

にいるのが、わたしの母、わたしの兄弟だここ

にいるのが、わたしの母、わたしの兄弟だを



 

 

 

示されたのです。 

 

⇒主の兄弟、姉妹、母(50)は､弱さ、罪深さを 

知りつつも､主の心の思いを慕う者です。 

⇒ですから､使徒パウロが告白したように､弱さ

を誇､主の口から出たことばは､必ず実現する

と信じ続けましょう。 

⇒<口語訳> Ⅱコリ  6:2  

神はこう言われる、「わたしは、恵みの時に 

あなたの願いを聞きいれ、救の日にあなたを 

助けた」。見よ、今は恵みの時、見よ、今は救の

日である。 

⇒ネヘミヤ８：１０ <口語訳>   

そして彼らに言った、「あなたがたは去って、

肥えたものを食べ、甘いものを飲みなさい。そ

の備えのないものには分けてやりなさい。この

日はわれわれの主の聖なる日です。憂えては

ならない。主を喜ぶことはあなたがたの力です」。 
 

改訳2017> 検索：  

 


